
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 出来るんです！入れ歯の調整 
～入れ歯は調整してこそ、自分に合ったものになるのです～ 

 

 
 
 
 
 

 
誤嚥性肺炎を予防しよう 

～肺炎と口腔ケアは、深い関係があります～ 

 

阪神・淡路大震災（９５年）における関連死（地震が直接の原因ではない死）

のうち最も多かったのは肺炎（２４％）でした。一般に、肺炎のうち何割か

は誤嚥性肺炎と言われます。避難所生活では口腔の衛生状態を保つのが難し

いことも一因となって、特に高齢者で肺炎などの呼吸器感染症が増える危険

性があります。 

資料：神戸新聞（2004 年 5 月 14 日付） 

誤嚥性肺炎を防ぐ２大ポイント

 
１．口腔ケアでお口を

清潔にすること。 
２．口腔リハビリによって嚥下

機能を維持させ、低下を防
ぐことです。 

たかが口の中の汚れ、口のトラ
ブルで死ぬことはないと軽視
されがちです。けれども、口に
痛みがあれば食が落ちて体力
が低下しますし、口の中の細菌
が原因で「誤嚥性肺炎」が起こ
り、命を落とすこともあるので
す。汚れを残さないように、き
ちんとブラッシングすること
がポイントです。 

むせることは苦しそ
うにみえますが、気管
から異物を反射的に
吐き出すための大事
な防御反応。お腹に手
を当てて、深呼吸をし
ていったん息を止め、
腹筋を使ってエッヘ
ンとせきをして大き
く息を吐き出します。 
 

うつぶせ寝の状態で、
５～１０分お腹を意
識して呼吸します。た
だし、自分で寝返りが
できない人の場合は
無理をせず、介助者に
手伝ってもらうこと
が好ましいです。 
 


